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●吸光度式CODMn法のメリット

しゅう酸ナトリウム溶液
添加後、滴定

三角フラスコに試料と
各試薬を添加

あらかじめ試薬を入れてある
試験管に試料水を添加

試薬である銀、マンガン、
硫酸の使用量、廃液量が1/20

最大24サンプル同時処理可能
再現性の向上、消費電力1/20

試料水　100mL

沸騰水浴による加熱
100℃、30分間

試料水　5mL
試薬合計　25mL 試薬合計　6.25mL

リアクターによる加熱

水冷却、ろ過後、吸光度測定 時間の短縮、熟練が不要

試薬調製が不要
時間の短縮

吸光度法のメリットJIS法 吸光度式CODMn法

本方法の導入により、1検体当りの測定時間が1/3以下、
試薬・廃液量が1/20、消費電力が公定法と比較して、
1/20となり、大幅なコスト削減が期待できます。

各種実試料でのJIS法と吸光度法の比較
（河川水、湖沼水、下水、産業廃水、埋立地浸出水）

● JIS法（JIS K 0102）と同一反応条件で同一の結果が得られる

● 試料、試薬廃液の量はJIS法の20分の1

● 測定操作が非常に簡単！

吸光度式
CODMn 測定セット

吸光度式
CODMn 測定セット

吸光度式
CODMn 測定セット

吸光度式
CODMn 測定セット

◆ 関連機器
迅速COD測定器

Quick COD HC-607型
携帯用多項目水質測定器

pHotoFlex
重クロム酸法COD測定セット 
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測 定 範 囲
測 定 方 法

測 定 波 長
測 定 モ ード
外部インターフェイス
電 源
外 形 寸 法
質 量

0.5～11mg/L
吸光度法

320～1100nm、CODMn ： 525nm
濃度、吸光度（Abs）、透過率（％T）
USB（-A、-B、）イーサネット/インターネット

ユニバーサル電源対応
404W × 314D × 197Ｈ  mm

約4.5kg

水質測定器　photoLab 7100型 リアクター　CR2200型 CR3200型
使用温度範囲
分解検体数
タ イ マ ー

電 源
消 費 電 力
外 形 寸 法
質 量

100、120、148、150℃
12 検体

最大 280Ｗ

25～170℃
24 検体（標準）

最大 560Ｗ

0～180 分
（アラーム及び自動 停 止モード）

AC  115V±15%、50/60HZ

245W × 292D × 180Ｈmm
3.6kg

★オプション
温度センサー　TFK CR
商品コード ： No.250100

■ 試　薬 ●Ａ液（5mmol/Ｌ KMnO4溶液,100mL） 1 本
●CODテストチューブ（1＋ 2硫酸、硝酸銀入）25本入 1ケース

③ オートハンドリングピペット　5ｍＬ用　ＳＭ-5 （チップ10本付き）
④ オートハンドリングピペット　1ｍＬ用　ＳＭ-1Ｍ （チップ10本付き）
⑤ ガラス製シリンジ　10ｍＬ用
⑥ ガラスフィルター（0.4μｍ， φ25ｍｍ）100枚入
⑦ フィルターホルダー
⑧ 冷却用水槽
⑨ ピンセット

② 試験管立  36本掛
① 比色管（ネジ口付試験管）φ16 × 100ｍｍ 10本

2 個
1 本
1 本
2 本
1 箱

1 個
1 本

2 個

■ 器　具

①試料を5mL加えます。 ②100℃で30分間
加熱します。

③photoLab 7100型
で測定します。

CODテストチューブのキャッ
プをはずし、試料5mLとＡ
液0.5mLを加えます。

CODテストチューブをリアク
ターにセットし加熱します。加
熱終了後にテストチューブを冷
却します。

加熱分解液をガラスフィルター
でろ過し、photoLab 7100で
COD値を読み取ります。

　 ＪＩＳ法と高い相関性があります
前処理の反応条件がＪＩＳ法と全く同一で、各種事業場排水に対してＪＩＳ法による測定値と非常に高い相関性

（ｒ２=０.９９）があります。

　 廃液の量が大幅に削減
廃液の量は、ＪＩＳ法の２０分の１と非常に少量で、環境負荷を大幅に削減できます。

　 測定操作が非常に簡単
加熱分解処理後の試料を滴定せず、photoLab 7100型で簡単・迅速にＣＯＤ濃度が測定できます。

　 多検体の同時前処理が可能で、測定時間短縮
２4検体の前処理をほぼ同時にできるため、測定時間が大幅に短縮できます。

　 その他の測定項目の測定も可能
photoLab 7100型水質測定器はＣＯＤMn以外の測定項目にも利用できます。

特　長

CODMn測定の簡単な3ステップ

③ オートハンドリングピペット ＳＭ-5

④ オートハンドリングピペット ＳＭ-1Ｍ

⑤ シリンジ

⑥ ガラスフィルター

⑦ フィルターホルダー

⑧ 冷却用水槽

② 試験管立

① 比色管

A液

CODテストチューブ

CODテストチューブ

本測定方法は、汚染物質と過マンガン酸カリウムの反応条件をＪＩＳ Ｋ 0102 と全く同一とし、試料と試薬の
各液量をＪＩＳ法の 20 分の 1 で行っています。100℃、30 分間の加熱は湯浴の代わりにリアクター（24 本掛）
による加熱で反応させ、消費した過マンガン酸イオンの量を滴定法の代わりに、CODMn の分析ソフトを内蔵
した photoLab 7100 型水質測定器で吸光度の減少を求め、ＣＯＤ濃度を測定する方法です。
本方法の反応条件は、ＪＩＳ法と全く同じであるため、ＪＩＳ法による測定値と photoLab 7100 型を用いた測定値
との間には非常に高い相関性があります。
　なお、本測定器は水質総量規制における１日排水量が 50 ㎥以上 400 ㎥未満の工場・事業場での COD
測定に適用されます。
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●セット構成

⑨ ピンセット

写真は
CR3200型です

※CODMn測定は100℃ 30分で行います

※ろ過は重要
です。ろ過す
ることにより、
濁りを除去す
ることができ、
吸光度法で
正確な測定
が行えます。




